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本論文の要旨は第8回日本細菌学会北陸地方部集会で口演した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第1章緒

　昭和28年より昭和29年9月までの間に金沢地

方で分離されたshigeUa　169株（昭和29年8月

金沢市立長土塀小学校の集団赤痢発生にさいし

　　　言

て分離された菌株を含む）にっき生物学的性歌

及び薬剤耐性を検したので報告する．

第2章　実験材料並びに実験方法

　1．供試菌株．：本学附属病院検査部，市立櫻木病

院及び市保健所で患者及び保菌者より分離された菌株

で，shigella　169株である12）．菌型決定は因子血清

（東芝生物理化学研究所製）によるスライド凝集反応

で決定した．

　2．薬剤耐性試験：供試薬剤としてDihydrostre．

ptomyc量n，　Chloramphenico1，　Terramycin　Aureomycin

及びThiasin（3，4一ヂメチルー5一スルファニールアミ

ドーイソキサゾール，山之内製薬）を用い，禧見1）の

方法に従った．

　　　　　　　　　　　　　　　　第3章　実

　　　第1項分離shigellaの種類

　　　　　　　とその百分率

第1表に示す如く，sh・dyse・teriae並びにsh．

験　成　績

boydiiに属するものはなく，§h．flex．1aは5株

　（3，0％），lbは」0；株（5．9％），2aは；123株（72．6

％），　2bをま．1凶冷’（0．6％），　3aはこ4株　（2．4％），
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第1表昭和28～29年分離赤痢菌種別

国際分類 1声振名1劇％

Group：B・

S．flex．

1

型

2

型

3

型

1a

lb

2a

2b

3a

3b

3c

申村菌

昭和菌
駒込B皿菌

川瀬菌

513・0
1015．9

123

1

4

4

2

72．6

0．6

2．4

2．4

1．2

V・Y・ P騨工菌i21・・2

α・・pD・S・一d P大原剃181…7

3bは4株（2・4％），3cは2株（1．2％），　var．

Yは2株（1．2％）及びsh．sonneiは18株（10．7

％）であった．

　　　　第2項生物学的性歌
分離shige11aはすべてグラム陰性の三等大回

菌で，固有蓮動を認めず，牛乳凝固作用及びゼ

ラチン液化作用なく，カタラーゼ反応は陽1生で

あった．生物学的性歌の検査は常法の如く第2

表表示の項目について行った．なお糖分解能は

培養14日間観察し，同一性状を有する菌株は夫

々一括して表示した．sh・flex・1aは5株で，標

準菌株と同一性散を示すもの1株，インドール

第2表　生物学的性状
菌

型

1a

1b

2a

2b

3a

3b

菌株名

四　　村
（伝研株）

54－1，

54－2→5，

昭和菌（15号株）

54－6，

54－7→14，

54－15

駒込：B皿

（二二）

54－16→22

54－23→33

54－34一今92

54－93→138

津　　沢
54一一139

川　　瀬
（園口株）

54－140

54－141

54－142→143

54－144

54－145→146

54－147

株

数

標準

1

4

標準

1

8

1

標準

7

11

59

46

標準
1

標準

1

1

2

1

2

1

グ運硝向州白白カイM・V・クグキアララサマアドマソイザ

性動元固化解生応生R・P・地ゼゼゼゼゼゼゼトトトトトン

一一 ¥一一一一十十十一一十一十一一一十一一十一一一

一一 ¥一一一一十十十一一十一十一一一十一一十一一一
一一 ¥一一一一十一十一一十一十一一一一一一十一一一

一一 ¥一一一一十十十一一十一十一一一一一一十一一一

一一 ¥一一一一十一十一一十一十一一一十一一十一一一
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一一 ¥一一一一十十十一一十一十一一一一一一十一一一
一一 ¥一一一一十十十一一十一十一一一十一一十一一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　1～7
一一 ¥一一一一十一十一一十一十一一一一一一十一一一
一一 ¥一一一一十一十一一十一十一一一十一一十一一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　1～7
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一一 ¥一一一一十一十一一十一十一一一十一一十一一一
一一 ¥一一一一十一十一一十一十一一一十一一十十一一
一一 ¥一一一一十一十一一十一一一一一一一一十一一一一
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翫154一・48一・49

V．Y． 　駒込：BI
　（原株）

54－150一→451

D． 大　　原
　（渡枝株）

54－152→160

54－161→169

2
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2
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫十号十）
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註；V．Y．ニ＝s．　flex．　variant．　y・

　　　D＝s．sonnei

1．

　　　第3表

抗生物質
薬剤耐性

暴＼騨

1騰＼
＞100　10050　25　12．56．253．12　1．56　0．780．39 計

．頸

鼠

§

誉
畳

の

§

’議

豊

戯
費

謡

ε
δ

、日

誤

§

ヒ

出

．§

鼠

臼

8
毎

く

⊥a 1。　2　　2 15
1b　i 3。　γ。 110
2a 2 4。105　　9　　2 1口23
2b　l 10 11
3a　l 1　　20　1 14
3b 2。　1 1 14
3c 2 o 「2

v・Y・1 2 o 12
D． 15　　3　　。 ［18

計 221213316　2　1　111691a 2　　2　　1。 15
1b 、　　1　　　60　　30　　　　・110

2a　l 1　1　91070　51123
2b　l 10 11
3a 4 o ｝4

3b　l 2 2。 14
3c　1 2。 12

V．Y． 1　　10 12
D・　1 2　16　　。 μ8
計 3　　　27　　　18　　116　　　5　　1169

1a

lb　「
　　　　2　　3。
1　　2　　3。　《。

L5
「10

2a 2　　　31　　　670　　23 1123

2b 10 11
3a 2　　2。 〔4
3b 1　2。　1 14
3c　1 2。 12

V．Y． 20 12
D． 8　　8　　20 118

計　1 11　　　44　　　83　　　31 1169
1a 3 20 15
1b 1　　3　　6。　　o 110
2a 25154160 μ23
2b 10 11
3a 1　　3　　。 14
3b 2　　2 14
3c 2 12

V．Y． 20

D． 13　　5　　。
L2＿
118

計 16　　　68　　　67　　　18

2．　Thiasin

　9
　＄

　『
　望

　的
　函
　H
　『
　磐
　◎り

　爲
　り
　8
　輯

　δ
　8
　N
　δ
　8
　ゆ

　H

　N

　遡⑤
1二二

ゆ

O

N

州

N

飛

自

0

寸

。

弐

三

二

o

H

爲

ま

ゆ

＆

H

0

州

爲

寸

州

斜

o

H

誘

寸

＆

H

H

謁

N

N

£

N

0

N

メ

メ

曽

図

囲

。

◎o

◎o

∩

＄

竺

N

N

oり

。り

專

コ

H

ゆ

i16gi

註：

。＝標準菌株の耐性濃度（Y／cc）．

表中の数字は菌株数を示す．
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反応（以下イ反応と略す）（一）で，Maltose（△）

は4株であった．』1bは10株で，標準菌株と同一

性状を示すものはなく，イ反応（一）でAr・しbinose

（十）は9株で，このうちMaltose（一）は8株，

（＋）は1株であった．他の1株は3者何れも

（一）であった．2aは123：株あって，標準菌株：と

同一性状を示すもの7株，イ反応（＋）Maltose

（十）は11株，イ反応（一）でMaltose（一）は59

株，（十）は46株であった．2bは1株で，イ反応

（一）の点が標準菌株と異なっている．3aは4

株で，標準菌株と同一性1伏を示すもの1株，イ

反応（一）でMaltose（＋）は1株，（一）は2株

であった．3bは4株あり，すべてイ反応（一）

でMaltose（十）は3株，（一）は1株であった．

3cとは笹川氏等のいう抗原構造が皿：6で，群

抗原の4または7を持たないものである．3cは

2株であって，イ反応（一），Arabinose（十），

Maltose（一），　Sorb｛t（一）であった，　var．　Yは

2株あって，標準菌株とは，イ反応，Maltose

何れも（一）なる点が異なっている．sh・SQnnei

（D群）は18株あって，標準菌株と同一性恢を

示すもの9株，：Lactose，　Sucrose及びMaltose

を14日聞に亘り分解しないもの9株あった．

　　　　第3項薬剤耐性について

　第3表に示す如く，sh．flex．2aの2株が夫々

Streptolnycln（507／cc）及びAureomycin（12．5γ／

ccに耐性を示し，同じく1株がChloramphenic）1

（6．25γ／cc）に耐性を示したが，　Terramycinで

は著変を認めなかった．．

　Thiasi11について見ると，　sh．　f｛ex．3aの4株

を除き，何れの菌種でも高度に耐性を認めた

が，2万γ／ccには至らなかった．

　　　第4項Thlasin耐性株とイ反応

　　　　　産生能との関係について

　sh．　flex．2aについては第；4表に示す如く，

Thiasin耐性でイ反応（一）は105株（85％）で，

（十）は18株（15％）であった．

　　　　第4表　Thiasln耐性とイ反応

イ

反
応

十

十

十

’マ1

ルス
ト

±

学

士

十

薬　　剤　　濃　　度

2万1万500025001250625

4　50　　5

1　21　　3

　　20　　1

7

7　　1

3

計

59

25

21

7

8

3

％

（105）

85％

（18）

15％

薬剤下位はγ／cc・

　　　「

第4章考

　1．分離shigellaの種類及びその百分率につ

いて．

　当地方において分離せるsh｛geUa　169株のう

ち，sh．　flex．1aは5株（3．0％），1bは10株（5．9

％），2aは123株（72．6％），2bは1株（0．6％），

3（a～c）は10株（5．9％），var．　Yは2株（1．2％）

計151株でsh．　solmdは18株（10．7％）であっ

た・壮語2）！ま職前ではsh・flex・2bの分離は珍

らしく，臨池2bが2aよりも多く分離されっっ

あると報告しているが，当地方での2bの分離i

は珍らしいことと思われる11）．

　2．生物学的性状について・

　sh．flexneriのイ反応（十）は20株（13．2％），

按

（一）は131株（86．8％）で，（一）株が多く認めら

れた．なおMaltose及びArabinoseの分解は不

安定であるように思われる．

　3。薬剤耐性について．

　近時菌のi薬剤耐性がshigeUaの治療に重要な

問題となって来た．分離shigelhのうち，　sh・

fiex．2aの2株がStreptomycin（50γ／cc）セこ，　sh

flex．2aの2株がAureomycin（12．5γ／cc）セこ，

1株がChloram　phenエco1（6．25γ／cc）に耐性を認

めた．以上の所見は，花田3＞，館野4），山形5），

落合6）及び内山7ゴの所見と類似し，未だ大部分

の分離　shigeliaはこれらi薬剤に対して耐性を

得ていないように思われる11）．’
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　これに反してThiasinに対して分離shlgeUa

の大部分が耐性を獲得しているのを認めた．

　4・Thiasin耐性とイ反応について．

　Thia蜘耐性株が，非耐性のそれに比して，何

か変化を示すであろうことは当然考えられるこ

とである．水野等8）は，Sul魚mfn，　Streptomyci11

等の薬剤に対して耐性を得たshfge11aは耐性を

得ていないものと比較して菌体内の游離アミノ

酸の量が質的に異なっていると報告し，寺脇等

9），寺崎10）は珈碗㌍oでSulfamln揺動1生を得た

sh．　flex．2はイ反応産生能及び糖分解能の減弱

を認めるが，抗原構造並びにマウスに対する

毒力には変化を認めないと報告している．Sulf－

amin剤耐性分離shige11aとイ反応産生能との

関係は，著：者等の実験成績（sh・flex・2aについ

て行った）によれぽ，イ反応（一）は105株（85

％），（・←）は18株（15％）で，イ反応（一）株

が多いことを認めた．即ち寺崎の所見を分離

shlgella（Thiasin耐性株）で確認した．イ反応

はSulfbn剤耐性の判定に大きな意義を有するも

のと思われる。従ってフレキシネル菌のSulfon

剤治療の可否の判定にイ反応が使用し得ると考

えられる．

第5章結

　昭和28年1月より昭和29年9月に至る間に金

沢地：方で分離iされたshigella　169株にっき生物

学的性状並びに薬剤耐性を検討した．

　1．分離iせるshigellaのうち，　sh．　flex．1aは

5株（3．0％），1b，10株（5．9％），2b，1株（0．6

％），2a，123株（72．6％），3（a～c），10株（5．9

％〉，v哉r．　Y，2株（1．2％）計151株で，　sh．

soDneiは18株（10．7％）であった．

　2．糖分解能のうち，Maltose及びArabinose

の分解は不安定であった．sh・flex・のイ反応は

論

陽性20株（13．2％），陰性131株（86．8％）で陰

性株が多い．

　3．薬剤耐性では，Streptomycinで2株，　Chlo－

ramphenico】1株，　Aureomycinに2株が耐性で

あり，多くの分離株はThiasiDに対して強い耐

性を有していた．

　4．Thiasln耐性株はイ反応が陰性になるこ

とが多い．

　稿を終るに当り終始御懇篤な御指導と筆勢闘の労を

賜った恩師谷教授に心から深く感謝の意を表します．
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